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［要約】列状間伐に高性能林業機械を組み合わせた間伐材の搬出は，従来の定性間伐による

搬出に比べ，生産性が2倍以上高く効率的である。

【目的】

多摩地域の森林の約6割は人工林である。その人工林のうち， 31年生以上の林分が約8割を

占めている。今後は木材の利用可能な森林が年々増加していくため，利用間伐を主体とした森

林整備を推進していく必要がある。

本研究では，効率的な利用間伐の技術開発を図るため，定性・列状間伐及び高性能林業機

械（スイングヤーダ，プロセッサ）による間伐材搬出作業功程を調査し，生産性について検討した。

【方法】

あきる野市深沢の私有林（スギ・ヒノキ 35年生）において，表1の列状間伐区（3列残1列伐

間隔7m）と定性間伐区（間伐率 30%）を設定した。｛乍業工程は図1のとおりで、ある。列状問伐は，

チエンソ一で、伐倒し，スイングヤーダ（日立 130しイワフジTW-302）で全木集材を行い，プロセッ

サ（イワフジCT500，イワフジGP-532）で枝払い・玉切り後土場に積んだ。定性間伐は，チェンソ

ーで伐倒，枝払い，玉切りを行い，高性能林業機械で集材，積込みを行った。間伐材の搬出は

それぞれ4人の作業員で実施し，その作業功程を調査した。

【成果の概要1

1）スイング、ヤーダ、の張り替え時間は，作業索のスパン長と相闘があり，平均スパン長 48mで、は 31

分 50秒を要した。特に，上方向の作業索引回し作業は，張り替え時間に占める割合が最も多か

った。これは，距離に比例して作業索が重くなり，距離が長くなるにつれて多くの時間を要したた

めである（表2，図2）。

2）間伐材搬出の作業功程は，列状間伐及び定性間伐の集材距離が共通している2～30mの間

で1サイクル平均タイムを比較した。列状間伐は 165秒／サイクル，定性間伐は 219秒／サイクルで，

列状間伐は定性間伐より約 25%の時間短縮ができた。定性間伐の搬出は，荷かけ（横取りを含

む）作業に列状間伐の2倍の時間を要した影響が大きかった。また，列状間伐は，1サイクルタイ

ム内でプロセッサによる枝払い・玉切り（平均 136秒／回）が同時に行われており，生産性向上の

効果が明らかである（表3）。

3）間伐材搬出の生産性は，列状間伐が 6.1rrU日・人，定性間伐が 2.4nU日・人で，列状間伐が

定性間伐に対し2.5倍の生産性を上げている。これは

の短幹集材に対し1回当たりの搬出材積カq_g倍多カミつたことが影響した（表4）。

4）列状間伐で高い労働生産性や低コスト化を実現するためには，全木集材と造材（枝払い・玉

切り）が同時にできる高性能林業機械の活用が必要不可欠である。また，高性能林業機械の能

力をフルに発揮するために，一定規模の面積を確保して稼働率を上げる必要があり，森林の団

地化が可能な場所を選定するとさらに効率化・低コスト化が期待できる。
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列状間伐調査地

平均
立木材積（rrf) 

樹高（m）胸高直径（cm)

14.8 17.2 

14.9 18.9 

16.3 20.2 

13.3 14.8 

14.4 18.7 

16.3 20.3 

15.5 19.5 

表1

3.6 

4.5 

3.1 

1.3 

2.5 

2.4 

3.7 

本数（本）

7

8

0

9

1

8

3

 

’EA

唱・i

’EA

傾斜（度）

F
D
司

t
ワ
d
F
O
O
o
n
H
d
ヴ

t

q白
ワ

白

丹

A

q
白

ワ

白

ワ

白

ワ

白

長さ（m)

E
U
A
U
n
H
U
n
u
n
u
n
U
A
U
 

氏
U
氏
U

a
せ

4
A

必せ

a吐

A
吐

伐採幅

1列伐（3m)

l穿IJ伐（3m)

1列伐（3m)

1列伐（3m)

l~IJ伐（3m)

l列伐（3m)

1列伐（3m)

No. 

－i
n
L
q
d
a
4
A
F
H
U
F
O
7
’
 

.－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

｜ 伐 倒 l"'I校払日切り IM!
｜チエンソ寸寸｜ チエンソー 「i

間伐・搬出作業の工程 亡ごごごごご1織出功程調査

q 
短幹集材

スイングヤーダ~ 

。国

y = 0.0003x + 0.0075 
Ir= 0.9172 

44:48 

会39：・02

4司
語33：・17

世
’ば 27:31
体
s::、
韓民 21:46 

． 
70 

m 
スパン長と張り替え時間図2

16:00 

35 

割合（%）

18 

13 

20 

12 

11 

9 

17 

100 

スイングヤーダの張り替え時間（平均）

（スパン長48m)

要素作業

作業索巻き取り

スイングヤータ移動

作業索引回し（上方向）

ガイド取付

作業索引回し（下方向）

搬器索取り付け

スイングヤータ．位置調整

計

図1

表2

秒

347 

248 

374 

235 

205 

172 

329 

1,910 

間伐材搬出の作業功程（集材距離2～30m)
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表3

図3スイングヤーダ（左）

とプロセッサ（右）

定性間伐
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0.17 
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-128-

間伐材搬出の生産性

区分
1日当たりサイクノレ回数（回／日）

1回当たり搬出材積（rrf／回）
1日当たり搬出材積（rrf／日・4人）
1人当たり生産性 （ぱ／日・人）

表4
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